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概略 
 
 環境における重金属濃度は、人間社会の活動とともに高くなっている．
このことは、将来にむけて、安定した農業生産、安全な食品産業、衛生
的で健全な環境を維持、拡大または保全していく上で極めて深刻な問題
であり、農学部が真剣に取り組まなければならない課題の一つであろう。 
 
 本講演では、最初に重金属とは何か、重金属による環境汚染の現状と
傾向について述べ、続いて、農業、食品、環境に深く関連している植物
と重金属の関係（重金属による毒性発現および重金属耐性のメカニズム、
ファイトレメディエーション、ストレスプロテクタントによる耐性強化
の農業利用の可能性）について生理・生化学の面から解説する。 
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